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池
上　

宥
昭

 

― 

中
国
地
方
の
極
印
銀
類
補
遺 

―

　
  

二
、島
根
県
旧
能
義
郡
広
瀬
町
出
土
の
古
丁
銀
・
極
印
銀（
下
）

                   

｜ 

島
根
県
出
雲
地
方
に
お
け
る
極
印
銀
鋳
造
に
関
連
し
て 

｜

四
、
富
田
川
河
床
遺
跡
出
土
の

　
　
古
丁
銀
・
極
印
銀
の
考
察

　

島
根
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）

九
月
に
、
仁
多
郡
旧
横
田
町
（
現
奥
出
雲
町
）
中
村
に

所
在
す
る
岩
屋
寺
の
本
堂
礎
石
下
よ
り
古
丁
銀
が
出
土

し
て
い
る
（
前
々
号
表
①
） 1 

。

　

こ
の
事
例
は
、
佐
野
英
山
氏
の
拓
本
集
に
状
況
が
記

載
さ
れ
た
の
み
で
あ
る
た
め
、
一
般
的
に
は
認
知
さ
れ

て
は
い
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
事
例
は
、
完
形
品
お
よ

び
切
遣
い
品
と
も
に
出
土
し
、
か
つ
そ
の
形
状
は
複
数

の
鋳
造
機
構
の
存
在
が
う
か
が
え
る
た
め
、
中
世
の
出

雲
に
お
け
る
古
丁
銀
の
通
用
を
考
察
す
る
上
で
重
要
な

手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
て
、
富
田
川
河
床
遺
跡
出
土
の
古
丁
銀
お
よ
び
極

印
銀
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
五
年
（
一
九
八
〇
）
一
〇

月
二
一
日
～
一
一
月
九
日
の
第
六
次
調
査
で
無
刻
字
丁

銀
、
同
五
六
年
（
一
九
八
一
）
六
月
二
二
日
～
同
五
七

年
（
一
九
八
二
）
一
月
二
二
日
の
第
七
次
調
査
で
灰
吹

銀
、
同
五
七
年
（
一
九
八
二
）
六
月
二
三
日
～
一
二
月

二
七
日
の
第
八
次
調
査
で
二
点
の
極
印
銀
が
そ
れ
ぞ
れ

出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
銀
貨
は
発
掘
当
初
か
ら
認
識
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
四
〇
年
以
上
経
っ
た
、
島

事
例
と
と
も
に
い
ず
れ
も
出
雲
地
方
の
山
間
部
で
あ

り
、
切
遣
い
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

切
遣
い
の
も
の
で
最
も
早
い
年
代
の
も
の
と
し
て
特

定
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
明
和
八
年
（
一
七
七
八
）
に

現
在
の
山
口
県
光
市
小
周
防
で
出
土
し
た
四
四
点
の
う

ち
一
点
に
、「
丗
貮
文
目
（
花
押
）
元
亀
元
年
五
月
十
日
」

の
墨
書
き
が
あ
る
断
片
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
少
な
く

と
も
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
に
は
、
す
で
に
切
遣
い

が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
事
実
、
切

遣
い
の
慣
行
そ
の
も
の
は
、
同
四
年
（
一
五
七
三
）
四

月
一
日
の
東
大
寺
文
書
「
防
州
年
貢
銀
子
日
記
」（
元

亀
四
年
七
月
二
日
）
に
確
認
で
き
る
。

【
史
料
①
】 5 

（
端
書
）

「
防
州
申
年
分
年
貢
付
所
下
日
記
」

　　
　

防
刕
年
貢
銀
子
日
記

　

壹
貫
六
十
三
文
目
三
分

此
銀
子
貮
拾
四
枚
丗
一
文
目
二
分
当
ル

　
　

此
内

五
枚
十
九
文
目
五
分　

残
銀
子
拾
九
枚
十
一
文
目
七
分
在
之

根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
が
令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）

度
か
ら
同
五
年（
二
〇
二
三
）度
に
か
け
て
行
っ
た
テ
ー

マ
研
究
「
中
世
山
陰
の
戦
争
と
地
域
社
会
」
の
一
環
と

し
て
同
遺
跡
出
土
品
の
再
検
討
中
に
初
め
て
確
認
さ
れ

た
の
で
あ
る 

2 

。

　

筆
者
は
、
同
六
年
（
二
〇
二
四
）
七
月
八
日
に
廣
江

耕
史
氏
・
目
次
謙
一
氏
の
立
会
い
の
も
と
、
こ
れ
ら
四

点
を
実
見
し
た
。
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
土
箇
所
に
つ

い
て
は
図
③
（
前
々
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

ま
ず
、
第
六
次
調
査
で
出
土
し
た
無
刻
字
丁
銀
（
①
）

に
つ
い
て
は
、
完
形
品
の
上
下
を
切
遣
い
し
た
も
の
で

あ
る
。
萩
古
丁
銀
や
石
州
丁
銀
と
呼
称
さ
れ
る
古
丁
銀

の
な
か
で
も
一
般
的
な
も
の
で
あ
り
、
槌
目
極
印
を
三

個
確
認
で
き
る
が
文
字
や
識
別
痕
は
確
認
で
き
な
い
。

廣
江
氏
・
目
次
氏
の
報
告
に
よ
る
と
、
当
貨
の
出
土
箇

所
は
上
層
の
遺
構
面
が
流
さ
れ
て
お
り
、
初
期
の
唐
津

焼
が
下
限
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
六
世
紀
後
半
の
時
期

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
と
い
う 

3 

。

　

ま
た
、
当
貨
は
蛍
光
Ⅹ
線
分
析
に
よ
り
、
銀
の
含
有

量
は
九
〇
％
を
超
え
、
金
を
含
ま
ず
、
微
量
の
ビ
ス
マ

ス
を
計
測
し
た
こ
と
か
ら
、
石
見
大
森
銀
山
の
産
銀
で

鋳
造
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
と
い
う 

4 
。

　

富
田
川
の
古
丁
銀
の
出
土
は
、
事
例
と
し
て
も
島
根

県
で
は
二
例
目
で
は
あ
る
も
の
の
、
奥
出
雲
岩
屋
寺
の

申
酉
ノ

土
産
下
桹
物
等




